
AR技術、ウェアラブルカメラ活用実習

UAVによる災害復旧による航空測量、および3次元モデル化

VR技術の活用実習

中部インフラＤＸセンター 研修・講習

DX研修Bは中部地方整備局職員等の発注者向けの研修です。
インフラ分野のDX、BIM/CIMおよびICT施工について、最新技術のを理解し、これら技術を採用し

た業務及び工事の円滑な推進と、公共工事等の品質を確保するとともに効率化を推進するための知識
（諸基準や留意事項）の習得のため、関係基準類及び最新技術、事業の各段階での活用方法を把握し、
最新技術を導入した事業の推進及び監督・検査業務を円滑に行うことができるよう理解を深めること
を目的としたものです。

DX研修Ｂ 集合

各講義をクリックすると、講義内容の説明ページが表示されます。



AR（拡張現実）技術・ウェアラブルカメラの体験を通して学びます。

3次元モデルとAR（拡張現実）技術を用い、形状情報を実空間に重ね合わせることで、

業務効率化が行えることを体験を通して学びます。

ウェアラブルカメラによる遠隔施工管理について、工事現場（仮想）と繋いで「段階確

認」、「材料確認」、「立会」における、遠隔臨場を体験学習します。
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UAVによる3次元測量、点群データの高速自動処理、自動処理データに基づく3次元設計

（土工形状の生成）などの技術を用いた、災害状況の早期把握、応急対策方法の立案、3

次元設計データと連携したMC・MGをはじめとするICT機械施工など、災害時に活用できる

最新技術を学びます。

災害時に活用できる最新のICT技術を学び、災害状況の早期把握、応急対策の早期立案、

3次元設計データと連携したICT機械施工への利活用を学びます。

1. 災害現場におけるUAVによる3次元測量技術

2. 点群データの高速自動処理技術

3. 点群自動処理データに基づく、3次元設計技術

4. 3次元設計データと連携したMC・MGをはじめとするICT機械施工技術

また、本講義では、自律施工技術（機械自らが判断・作業する自律制御型の施工技術）

についても触れます。

※ １は講師によるデモンストレーション、2、3は実技体験します。
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VR（仮想現実）技術、クラウド技術を体験を通して学びます。

VR（仮想現実）技術、クラウド技術を活用することで、当該現場に赴くことなく設計・

施工イメージを共有し、仮想空間内で問題点の確認・協議が出来ることを体験学習します。
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